
令和６年（2024年）第12回グアム鎮魂例祭

　今年は極端な円安（米ドル高）の煽りを受けて海外へ旅行する人が例年とは比較にならないほど激減していま

す。グアムも日本人ツーリストが激減していて観光を支える業者が撤

退し始めているほどです。

　そういう折の今年の慰霊祭にも日本から有志が集い、地元民間人も

参集して厳かで質の高い祭典を催行できました。世界がどういう情勢

であれ経済の動向がどうであれ先人の犠牲を惜しみ、偉業を称える気

持には変わりがありません。

　７月６日快晴の早朝、式典はギル・篠原氏子息のジョー・篠原氏の

司会による主な参加者の紹介があり、日米国歌とグアム民歌の斉唱の

のち、ジョシュア・テノリオ副知事に挨拶を戴きました。

またアマンダ・シェルトン上院議員によりグアム議会から主宰者：芳

賀と靖国神社へ感謝状が授与されました。

　慰霊祭のはじめにマックグロス神父による祈りが行われ、続いて靖国神社村田信昌権宮司と山本啓道宮掌による

神式の例祭が挙行されました。

暑い最中の式典でしたが斎行の後は昨年建立された観音像の前で全員

が献花し、散会となりました。所要時間はおよそ９０分あまりでした。

参会者は総勢約６０名で、日本からは衆議院議員杉田水脈氏夫妻と有志

６名が参加し、在グアム邦人は池上るみこ在グアム日本国総領事、日本

人学校教諭など合わせて１０余名、他にグアム議会議員、韓国領事、台

北経済文化辯事所所長らが出席しました。

　その後参会者の一部は近くのレストラン「珍風ハウス」へ移動し、ギ

ルさんの姉リズ・篠原氏の好意でランチをいただきました。食事後はジ

ーゴの慰霊塔へ散策に行って有意義な時間を過ごせました。　
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戦 争 を 風 化 さ せ な い 会

The Unforgotten Sacrifices of War



　観音像建立
昨年のはじめに、鎮魂社敷地内に観音像を建立する計画を立てました。

会友の皆様にご寄附をお願いしながら観音像をどこから入手できるか、輸送から建立を

どのようにするかの調査をはじめました。

ところが、昨年５月末に台風マーワがグアム島を襲い、鎮魂社は壊滅的な被害を受け

てしまいました。グアム島全体の被害は筆舌に尽くせません。当然ながら鎮魂社の復旧

が最優先となり、７月開催予定だった慰霊祭は急遽中止されました。

　観音像建立計画をあきらめかけていたとき、岸和田薬師院の小野剛賢住職から観音像

ご寄附の申出を戴きました。ありがたいことです。その安置場所をどこにしようか考え

ていたとき、地元の崇敬賛助会を主催しているギル・篠原氏から、鎮魂社社殿のすぐ後

で廃物になっているピクニック用の流し台ではどうか、という提案を戴きました。さら

にギル氏は流し台に御影石板を貼って豪華な観音像安置台を製作して下さいました。

　昨年９月末に観音像の開眼供養が小野剛賢住職により行われ、翌日の慰霊祭に台風被

害から復旧した鎮魂社とともにご出席下さったみなさんに披露されました。

観音像をご寄附下さった小野剛賢住職はじめ鎮魂社復旧と観音像建立に尽力下さった

ギル・篠原氏と篠原ファミリー、浄財をご寄附下さった会友の方々にあらためて深く感

謝いたします。　ありがとうございました。

会費納付およびご寄付のお願い
慰霊祭の開催を含む会の事業費は、すべて会友の皆様のご寄付が支えています。

台風被害からの鎮魂社復旧と周辺整備に多額の費用を要したため、会の財政は窮しておりま

す。僅かなお気持ちでも、それが積もれば大きなささえになります。

年会費およびご寄付のお振込みをお願いします。

　年会費：個人５０００円　法人１００００円　    ご寄付：ご随意金額　

　振込先：りそな銀行　綱島支店(637)　普通１７１００１８　　

　　　　　戦争を風化させない会

なお、会友名以外のお名前でお振込み下さる場合は、会の事務局に電子メールでその旨をご

連絡下さい。ご指定名で領収証を発行いたします。　

　　　　事務局：ｏｆｆｉｃｅ＠ｆｕｋａ－ｓａｓｅｎａｉ．ｃｏｍ

訃報
戦争を風化させない会に様々な面から支援をしてくださったグアム鎮魂社崇
敬賛助会の会長ギル・篠原氏が8月２５日午前、癌のため逝去されました。
６４歳でした。
篠原家は鹿児島県人らしい家風がそのまま備わっている家系で、代々にわた
り陰に陽に我々日本人に限らずグアム島全体に多大な貢献をしてきました。
２０２３年５月、超大型台風マーワが来襲して鎮魂社の鳥居、看板などを薙
ぎ倒し、社殿の屋根を吹き飛ばしてしまいました。７月に定例の慰霊祭を催
行する予定でしたから、被害の大きさに呆然としていたら、ギルさんが彼の
ファミリーを使って復興に協力して下さり、見事に鎮魂社を復元して下さい
ました。支柱から根こそぎ折れてしまった鳥居を彼の息子達がＵ-Ｔubeを参
考に美しい鳥居に修理製作し、敷石まで敷設してくれ、観音像の台座も整備
しました。　　　前の大戦ではギルの親族も少なからぬ犠牲者を出したので
すが、彼は日本人の血が僅かに入っているという、ただそれだけの理由で、
一族あげて神社復興に献身してくれたのです。
ギルさんは、慰霊祭の式典に限らず、どのような奉仕でも誠心誠意尽くし、

タイトルや名誉に拘泥することのない美質を持っていました。
多くの思い出と共に感謝の気持ちでご冥福をお祈りすると共に謹んでお知らせします。


